










課題の見られた問題の概要と結果

1  日常の事象を数理的に捉え数学的に表現・処理すること 
 (地域めぐり)

1 ⑶ 正答率 56.0% 　㋐と㋑の二つの速さを求める式の意味について，正し
いものを選ぶ

[第５学年]
Ｃ　変化と関係　(２)ア(ア)

学習指導要領における領域・内容

～除法の式と商の意味を理解し，表現する～
　速さを求める除法の式と商の意味を理解することに課題が見られました。異種の二つの量の割合として捉えられる
数量を用いて，目的に応じてその大きさを比べ，表現できるようにすることが大切です。本授業アイディア例では，
単元末において，日常生活の問題を解決することを通して，速さなど単位量当たりの大きさの意味について理解し，
どちらが速いかを判断できるようにすることをねらいとした授業を紹介します。

算数算数
TYPE

S
1 ⑶

「どちらが速いかを判断しよう」

「令和３年度　報告書　小学校　算数」 P.20～P.37,「令和３年度　解説資料　小学校　算数」 P.12～P.25

①　速さを比べる日常生活の場面から問題を見いだす。

③　速さを比べるときに，数値が小さい方が速い場合について考える。

②　速さを求める除法の式と商の意味を考える。

授業アイディア例

参照

　速さを比べる日常生活の場面から，数値が大きい方が速いのか，小さい方が速いのかについて調べようとする
態度を養うことが大切です。

ポイント

　速さについて，どちらが速いかを調べる場合には，時間と道のりのどちらを単位量にするかによって，求めた
商が大きい方が速い場合と，小さい方が速い場合があり，商の意味を理解して判断できるようにすることが大切
です。

ポイント

　商が単位時間当たりに進む道のりであることを，数直線や図などを用いて確かめることが考えられます。
その際，単位時間当たりに進む道のりが長い方が速いことを理解できるようにすることが大切です。

ポイント

● 速さの学習では，児童の日常生活の場面と関連付けて，速さのイメージをもつことができるようにすることが大切です。
(例)50m走は時間が短い方が速いです。10.0秒と8.2秒では，8.2秒の方が速いです。私の50m走のタイムは10.0秒です。 
秒速で表すと秒速５mです。秒速でも表すことができますね。

(例)自動車は時速50kmで，歩く人は分速80mで進みます。 
身の回りの速さは時速や分速，秒速などで表されています。

(例)新幹線は自動車よりずっと速いです。時速で表すと新幹線は時速180km，自動車は時速50kmで新幹線の方が速いこと
が分かります。 
数値で表すと新幹線の方が速いことがよく分かりますね。

● 速さを公式によって求めることを学習した後も，単位量当たりの大きさの意味に基づき，速さを比べる活動を取り入れることが
大切です。

分速80ｍと分速71.4ｍではどちらが速いかが分かるように，１分間当たりに進む道のりを矢印で表しました。

50ｍ走のときは，数が小さい方が速かったですね。
同じように，数が小さい方が速いときは，どんな場合がありますか。

25ｍを泳ぐ速さを比べるときにも，
時間が短い方が速いです。

長さをそろえているときには，
時間をそろえているときと違って，数が小さい方が速いですね。

1600÷20＝80について，数直線に表してみます。

分速80ｍと分速71.４ｍについて考えます。分速80ｍとはどういうことですか。
式から求められた答えについて，もう一度考えてみましょう。

1600ｍを20等分しているので，
１分間当たりに80ｍ進むことを
表していることが分かります。

数が大きい分速80ｍの方が速いのでしょうか。数が小さい分速71.4ｍの方が速いのでしょうか。

私たちの歩く速さは，
500÷７＝71.4…で，分速71.4ｍです。

分速80ｍと分速71.4ｍなので，数が大きい
分速80ｍの方が速いと思います。

例えば，50ｍ走で，10秒と９秒では，
９秒の方が速いので，数が小さい方が速いと思います。
だから，数が小さい分速71.4ｍの方が速いと思います。

速さは(道のり)÷(時間)で求めることが
できるので，インターネットから分かる速さは，
1600÷20＝80で，分速80ｍです。

0 20 （分）

0 80 600（m）

私たちは20分間で着くことは
できなそうですね。

１分間歩いたときに，分速80ｍの方が，分速71.4ｍより遠くまで
歩くことができるということですね。

同じように分速71.4ｍの意味を考えると…。

分速80ｍとは，１分間に進む道のりが80ｍ
ということですね。

それぞれの道のりと時間は，
表にまとめることができます。
速さを比べてみましょう。

教師

インターネットで調べると，博物館から城までは，
1600ｍで，20分間かかるそうです。
私たちが歩いても20分間で行くことができるかな。

私たちは，500ｍを歩くのに７分間かかりました。

インターネットから分かる速さの方が，
同じ１分間当たりの道のりが長いので速いといえます。
だから，分速で比べるときは，数が大きい方が速いです。

１分間当たりに80ｍ進んでいるイメージ
を思い浮かべてみましょう。

道のりと時間
道のり（ｍ） 時間（分）

インターネット 600 20
私たち 500 7

１分間当たりに進む道のり

インターネット

私たち

80ｍ

約 7 ｍ

本授業アイディア例 活 イ用 の ンポ ト ！
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図書室で本をあまり借りていない理由

㋐　 図書室には
読みたい本が
少ない

㋑　 図書室に
行く時間がない

㋒　 ページ数が多く，
読み終わるのに
時間がかかる

㋓　 地域の図書館で
本を借りている

あてはまる あてはまらない

（５年生 48人　６年生 66人　合計 4人）

0 0080604020

５年生

6年生

５年生

6年生

５年生

6年生

５年生

6年生 82％ 8％

2 ％

35％ 65％

25％

5％ 85％

80％ 20％

29％

58％ 42％

（%）

79％

75％

7 ％

　統計的な問題解決とは，「問題-計画-データ-分析-結論」という五つの段階を経て問題
解決することです。その際，「問題」から「結論」に向けて一方向に進んでいくだけではなく，
計画を立てながら問題を見直して修正を加えてみたり，グラフを作り直して分析したり，
ときにはデータを集め直したりするなど，相互に関連し，行き来しながら進みます。

目的

問　題

結　論 計　画

分　析 データ

課題の見られた問題の概要と結果
3  統計的な問題解決の方法を用いた考察（図書アンケート）
3 ⑷ 正答率 52.2%
　帯グラフから，割合の違いが，一番大きい
項目を選び，その項目と割合を書く

　５年生と６年生の読みたい本と，
多くの５年生と６年生に読まれている
本を調べるために，適切なデータを選ぶ

3⑸ 正答率 74.1%
[第５学年]
Ｄ データの活用 (１)ア(ア)
[第５学年]
Ｄ データの活用 (１)ア(イ)

学習指導要領における領域・内容

～結論からさらなる問題を見いだし，計画を立てる～
帯グラフで表された複数のデータを分析し，設定した問題に対して，集めるべきデータを判断することに課題が

見られました。統計的な問題解決の方法を知り，興味・関心や問題意識に基づき，統計的に解決可能な問題を設定
することや設定した問題に対してどのようなデータを集めるべきかを判断することが大切です。本授業アイディア
例では，データを分析して得られた結論を基に，目的に応じて，さらなる問題を見いだし，計画を立てることがで
きるようにすることをねらいとした授業を紹介します。

算数算数
TYPE

Ｌ
3 ⑷ ⑸

「統計的な問題解決の方法で考えよう」

　→ 図書室に読みたい本を増やす。

・図書室の本が知られていない。
　→ 図書室にある本を宣伝をする。

　　　データを集めなくてもできそう。

・地域の図書館には読みたい本が多い。
　→ 図書館で読まれている本を増やす。

・地域の図書館は，土曜日も日曜日も開いている。
　→ 学校の図書室も土曜日と日曜日に開ける。

データを集めると
はっきりしそう。

次に調べること

読みたい本やよく読まれている本
を調べていこう。

自分たちではできそうにない。

目的を達成する
ためにはどうすれば
いいのだろう。

結論

図書室には読みたい
本が少ないと思って
いる人が多い。

地域の図書館で本を
借りている人が多い。

目的 　５年生と６年生に図書室の本をもっと借りてもらいたい。

　日常生活において，学校でのスポーツ大会の種目決めや，地域で出されているゴミ調べなど，問題に感じることや改善した
いことなどに対して，児童自ら目的に応じてデータを収集し分析することで実態を的確に把握し，そこから解決策を見いだしたり
効果的な対策を講じたりすることが考えられます。また，算数科だけでなく，他教科等の学習においても統計的な問題解決活動
を進めていくことが大切です。

「令和３年度　報告書　小学校　算数」 P.52～P.67,「令和３年度　解説資料　小学校　算数」 P.36～P.47

①　児童の目的に応じて，統計的な問題解決活動を繰り返す。

②　前時から導き出された結論を振り返り，さらなる問題を見いだす。結　論 ➡ 問　題

③　さらに，統計的な問題解決活動を行い，目的に応じた結論をまとめ，日常生活に生かす。

授業アイディア例

参照

　児童が主体的に活動することができるようにするために，児童の目的に応じて，統計的な問題解決活動の展開
を組み立てていくことが大切です。

ポイント

　データを分析して得られた結論を基に，目的を振り返りながら結論の妥当性を吟味したり，さらに追究する
ことがないかを考えたりする場を設定することが大切です。また，データを調べることで明らかになりそうな
ことを考え，統計的に解決可能な問題を設定できるようにすることも大切です。

ポイント

このような結論から，５年生と６年生にもっと本を借りてもらうためにはどうしたらよいのでしょうか。

それでは，５年生と６年生にもっと本を借りてもらうためにはどうしたらよいと思いますか。

出てきた意見の中で，データを集めるとはっきりしそうなことはどれですか。

次は，どんなデータを，誰から，どのような方法で集めればよいかを計画しましょう。

図書室に読みたい本が少ないと思っている人が多いので，図書室の本を増やすとよいと思います。

地域の図書館で読まれている本を増やしたり，図書室が開いている時間を長くするとよいと思います。

土曜日も日曜日も開いているからではないでしょうか。読みたい本がたくさんあるからだと思います。

そうですね。もう一つ，地域の図書館で本を借りている人が多いという結論も出ていますね。
どうして地域の図書館で本を借りている人が多いのでしょうか。

統
計
的
な
問
題
解
決
①

問　題 ５年生と６年生は，ほかの学年より本を借りていないのではないかという
問題を設定する。

計　画 ９月の本の貸し出し冊数を学年ごとに調べるという計画を立てる。

データ 図書室で，９月の本の貸し出し冊数のデータを学年ごとに集める。

分　析 集めたデータを棒グラフに表すと，６年生が最も少なく，次に少ないのは
５年生であることが分かる。

結　論 ５年生と６年生は，ほかの学年より本を借りていないという結論をまとめる。

統
計
的
な
問
題
解
決
②

問　題 ５年生と６年生の本の貸し出し冊数が少ないのは，読書が好きな人が少ない
からではないのかという問題を設定する。

計　画 ５年生と６年生に，読書と図書室の利用についてのアンケート調査を行う
という計画を立てる。

データ アンケート調査から「読書が好きですか」と「９月に図書室で５冊以上借り
ましたか」についてのデータを集める。

分　析 集めたデータを二次元の表に整理すると，読書が好きなのに図書室で５冊
以上借りていない人が 114人であることが分かる。

結　論 ５年生と６年生は，読書が好きな人が少ないから本の貸し出し冊数が少ない
わけではないという結論をまとめる。

統
計
的
な
問
題
解
決
③

問　題 読書が好きなのに，どうして図書室で本をあまり借りていないのかという
問題を設定する。

計　画 読書が好きなのに，９月に図書室で５冊以上借りなかった114人が答えた「図書室で
本をあまり借りていない理由」を５年生と６年生に分けて調べるという計画を立てる。

データ アンケート調査から「図書室で本をあまり借りていない理由」についてのデータ
を集める。

分　析 集めたデータを帯グラフに表すと，５年生と６年生で「あてはまる」と答えた
人の割合が，同じくらいの項目や大きく違う項目があることが分かる。

結　論 図書室で本をあまり借りていない理由として，「図書室に読みたい本が少ない」
ことと，「地域の図書館で本を借りている」という結論をまとめる。

目的 図書室の本をもっと借りてもらいたい。

教師

00

年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

000
900
800

600
500
400
300
200
00
0

９月の貸し出し冊数（冊）

700

　　　　図書アンケートの２つの質問の結果 （人）

９月に図書室で
５冊以上借りましたか 合計
はい いいえ

読書が
好きですか

はい 57 4 7

いいえ 4 4 8

合計 6 28 89

本授業アイディア例 活 イ用 の ンポ ト ！

11 12

授業アイ�ィア例_小学校_011-012.indd   全ページ授業アイ�ィア例_小学校_011-012.indd   全ページ 2021/09/14   12:142021/09/14   12:14



図書室で本をあまり借りていない理由

㋐　 図書室には
読みたい本が
少ない

㋑　 図書室に
行く時間がない

㋒　 ページ数が多く，
読み終わるのに
時間がかかる

㋓　 地域の図書館で
本を借りている

あてはまる あてはまらない

（５年生 48人　６年生 66人　合計 4人）

0 0080604020

５年生

6年生

５年生

6年生

５年生

6年生

５年生

6年生 82％ 8％

2 ％

35％ 65％

25％

5％ 85％

80％ 20％

29％

58％ 42％

（%）

79％

75％

7 ％

　統計的な問題解決とは，「問題-計画-データ-分析-結論」という五つの段階を経て問題
解決することです。その際，「問題」から「結論」に向けて一方向に進んでいくだけではなく，
計画を立てながら問題を見直して修正を加えてみたり，グラフを作り直して分析したり，
ときにはデータを集め直したりするなど，相互に関連し，行き来しながら進みます。

目的

問　題

結　論 計　画

分　析 データ

課題の見られた問題の概要と結果
3  統計的な問題解決の方法を用いた考察（図書アンケート）
3 ⑷ 正答率 52.2%
　帯グラフから，割合の違いが，一番大きい
項目を選び，その項目と割合を書く

　５年生と６年生の読みたい本と，
多くの５年生と６年生に読まれている
本を調べるために，適切なデータを選ぶ

3⑸ 正答率 74.1%
[第５学年]
Ｄ データの活用 (１)ア(ア)
[第５学年]
Ｄ データの活用 (１)ア(イ)

学習指導要領における領域・内容

～結論からさらなる問題を見いだし，計画を立てる～
帯グラフで表された複数のデータを分析し，設定した問題に対して，集めるべきデータを判断することに課題が

見られました。統計的な問題解決の方法を知り，興味・関心や問題意識に基づき，統計的に解決可能な問題を設定
することや設定した問題に対してどのようなデータを集めるべきかを判断することが大切です。本授業アイディア
例では，データを分析して得られた結論を基に，目的に応じて，さらなる問題を見いだし，計画を立てることがで
きるようにすることをねらいとした授業を紹介します。

算数算数
TYPE

Ｌ
3 ⑷ ⑸

「統計的な問題解決の方法で考えよう」

　→ 図書室に読みたい本を増やす。

・図書室の本が知られていない。
　→ 図書室にある本を宣伝をする。

　　　データを集めなくてもできそう。

・地域の図書館には読みたい本が多い。
　→ 図書館で読まれている本を増やす。

・地域の図書館は，土曜日も日曜日も開いている。
　→ 学校の図書室も土曜日と日曜日に開ける。

データを集めると
はっきりしそう。

次に調べること

読みたい本やよく読まれている本
を調べていこう。

自分たちではできそうにない。

目的を達成する
ためにはどうすれば
いいのだろう。

結論

図書室には読みたい
本が少ないと思って
いる人が多い。

地域の図書館で本を
借りている人が多い。

目的 　５年生と６年生に図書室の本をもっと借りてもらいたい。

　日常生活において，学校でのスポーツ大会の種目決めや，地域で出されているゴミ調べなど，問題に感じることや改善した
いことなどに対して，児童自ら目的に応じてデータを収集し分析することで実態を的確に把握し，そこから解決策を見いだしたり
効果的な対策を講じたりすることが考えられます。また，算数科だけでなく，他教科等の学習においても統計的な問題解決活動
を進めていくことが大切です。

「令和３年度　報告書　小学校　算数」 P.52～P.67,「令和３年度　解説資料　小学校　算数」 P.36～P.47

①　児童の目的に応じて，統計的な問題解決活動を繰り返す。

②　前時から導き出された結論を振り返り，さらなる問題を見いだす。結　論 ➡ 問　題

③　さらに，統計的な問題解決活動を行い，目的に応じた結論をまとめ，日常生活に生かす。

授業アイディア例

参照

　児童が主体的に活動することができるようにするために，児童の目的に応じて，統計的な問題解決活動の展開
を組み立てていくことが大切です。

ポイント

　データを分析して得られた結論を基に，目的を振り返りながら結論の妥当性を吟味したり，さらに追究する
ことがないかを考えたりする場を設定することが大切です。また，データを調べることで明らかになりそうな
ことを考え，統計的に解決可能な問題を設定できるようにすることも大切です。

ポイント

このような結論から，５年生と６年生にもっと本を借りてもらうためにはどうしたらよいのでしょうか。

それでは，５年生と６年生にもっと本を借りてもらうためにはどうしたらよいと思いますか。

出てきた意見の中で，データを集めるとはっきりしそうなことはどれですか。

次は，どんなデータを，誰から，どのような方法で集めればよいかを計画しましょう。

図書室に読みたい本が少ないと思っている人が多いので，図書室の本を増やすとよいと思います。

地域の図書館で読まれている本を増やしたり，図書室が開いている時間を長くするとよいと思います。

土曜日も日曜日も開いているからではないでしょうか。読みたい本がたくさんあるからだと思います。

そうですね。もう一つ，地域の図書館で本を借りている人が多いという結論も出ていますね。
どうして地域の図書館で本を借りている人が多いのでしょうか。

統
計
的
な
問
題
解
決
①

問　題 ５年生と６年生は，ほかの学年より本を借りていないのではないかという
問題を設定する。

計　画 ９月の本の貸し出し冊数を学年ごとに調べるという計画を立てる。

データ 図書室で，９月の本の貸し出し冊数のデータを学年ごとに集める。

分　析 集めたデータを棒グラフに表すと，６年生が最も少なく，次に少ないのは
５年生であることが分かる。

結　論 ５年生と６年生は，ほかの学年より本を借りていないという結論をまとめる。

統
計
的
な
問
題
解
決
②

問　題 ５年生と６年生の本の貸し出し冊数が少ないのは，読書が好きな人が少ない
からではないのかという問題を設定する。

計　画 ５年生と６年生に，読書と図書室の利用についてのアンケート調査を行う
という計画を立てる。

データ アンケート調査から「読書が好きですか」と「９月に図書室で５冊以上借り
ましたか」についてのデータを集める。

分　析 集めたデータを二次元の表に整理すると，読書が好きなのに図書室で５冊
以上借りていない人が 114人であることが分かる。

結　論 ５年生と６年生は，読書が好きな人が少ないから本の貸し出し冊数が少ない
わけではないという結論をまとめる。

統
計
的
な
問
題
解
決
③

問　題 読書が好きなのに，どうして図書室で本をあまり借りていないのかという
問題を設定する。

計　画 読書が好きなのに，９月に図書室で５冊以上借りなかった114人が答えた「図書室で
本をあまり借りていない理由」を５年生と６年生に分けて調べるという計画を立てる。

データ アンケート調査から「図書室で本をあまり借りていない理由」についてのデータ
を集める。

分　析 集めたデータを帯グラフに表すと，５年生と６年生で「あてはまる」と答えた
人の割合が，同じくらいの項目や大きく違う項目があることが分かる。

結　論 図書室で本をあまり借りていない理由として，「図書室に読みたい本が少ない」
ことと，「地域の図書館で本を借りている」という結論をまとめる。

目的 図書室の本をもっと借りてもらいたい。

教師

00
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９月の貸し出し冊数（冊）

700

　　　　図書アンケートの２つの質問の結果 （人）

９月に図書室で
５冊以上借りましたか 合計
はい いいえ

読書が
好きですか

はい 57 4 7

いいえ 4 4 8

合計 6 28 89
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課題の見られた問題の概要と結果

[第４学年]
Ａ　数と計算　(４)ア(ア)

学習指導要領における領域・内容

～基準量や小数の仕組みに着目し，図を用いて倍の意味を考える～
小数を用いた倍についての説明を解釈し，ほかの数値の場合に適用して，基準量を１としたときに，基準量より

小さい比較量が小数で表される理由を記述することに課題が見られました。計算結果の意味について，数の表し方
の仕組みや数を構成する単位に着目して考えることが大切です。本授業アイディア例では，小数を用いた倍につい
て，図などに表すことで，「基準量を１としたときに比較量が幾つに当たるか」を倍の意味と捉え直すことをねら
いとした授業を紹介します。

算数算数
TYPE

Ｓ
4 ⑶

「小数を用いた倍の意味を説明しよう」

　数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し，図を用いて計算結果の意味を考える活動を，第５学年及び第６学年の
小数や分数の乗法・除法で設定することが大切です。また，第２学年及び第３学年の乗法・除法の意味を捉え直すことができ
るようにすることも大切です。

「令和３年度　報告書　小学校　算数」 P.68～P.77,「令和３年度　解説資料　小学校　算数」 P.48～P.57

①　既習事項を基に，小数を用いた倍について問いをもつ。
②　小数を用いた倍の意味について，図を使って説明する。授業アイディア例

参照

この図を見ると，72cmが倍を表す
目盛りの2.4のところになります。

30cmを１としたとき，
72cmがちょうど2.4に当たります。

教師

60cmのテープ，72cmのテープ，
90cmのテープは，それぞれ
30cmのテープの何倍ですか。

2倍というのは，この図のように，
60cmのテープが30cmのテープの
２つ分ということです。

3倍というのは，この図のように，
90cmのテープが30cmのテープの
３つ分ということです。

72cmのテープは，この図のように，
30cmのテープの
２つ分より大きくて
３つ分より小さいですね。

2.4倍ということは，2.4つ分ということなのかな。
このままでは，よく分からないな。

2.4倍というのは，どういう意味なのかを考えてみましょう。

30cmを１として10等分すると，0.1に当たる長さが３cmになります。
72cmは，30cmの２倍より12cm長いため，残りの12cmは３cmの４つ分になります。

4  計算結果について数量の関係に着目した考察
 (除法と小数を用いた倍)
4 ⑶ 正答率 51.6% 　30ｍを1としたときに12ｍが0.4に当たるわけを書く

小数を学習した時は，１を10等分して考えました。

72cmのテープは，72÷30をしたら2.4になったので，□は2.4になり，
72cmのテープは，30cmのテープの2.4倍ということではないでしょうか。

60cmのテープは，60÷30＝２で，30cmのテープの２倍です。

90cmのテープは，90÷30＝３で，30cmのテープの３倍です。

90cm

72cm

60cm

30cm

60cm

30cm 30cm

20 （倍）

90cm

30cm 30cm 30cm

2 30 （倍）

③　②の考え方を使って，ほかの小数の場合や整数の場合についても，倍の意味を考える。

0.1に当たる長さを考えれば，72cmや18cmでも，小数を用いた倍で表すことができますね。

60cmは30cmの２つ分で２倍でしたが，30cmを１としたとき，60cmは２に当たるということですね。

18÷30＝0.6で，
0.6倍になります。

72cmが30cmの2.4倍ということは，30cmを１としたときに72cmが2.4に当たるということですね。

テープが30cmより短いときはどうなりますか。例えば，18cmで考えてみましょう。

　既習の小数の意味や表し方を基にして，基準となる１に対する大きさを10等分し，はしたを小数を用いて表し，
倍の意味について理解できるようにすることが大切です。

ポイント

　小数を用いた倍について，比較量が基準量より小さい場合も，0.1に当たる長さを用いて説明できるようにする
ことが大切です。

ポイント

30cmを1として10等分すると，
0.1に当たる長さが３cmになります。
18cmは，３cmの６つ分になるので，
30cmを１としたときの0.6に当たります。

8cm

0.60 （倍）

30cm

32.42.20 （倍）

72cm

30cm 30cm 2cm

3cm
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課題の見られた問題の概要と結果

[第４学年]
Ａ　数と計算　(４)ア(ア)

学習指導要領における領域・内容

～基準量や小数の仕組みに着目し，図を用いて倍の意味を考える～
小数を用いた倍についての説明を解釈し，ほかの数値の場合に適用して，基準量を１としたときに，基準量より

小さい比較量が小数で表される理由を記述することに課題が見られました。計算結果の意味について，数の表し方
の仕組みや数を構成する単位に着目して考えることが大切です。本授業アイディア例では，小数を用いた倍につい
て，図などに表すことで，「基準量を１としたときに比較量が幾つに当たるか」を倍の意味と捉え直すことをねら
いとした授業を紹介します。

算数算数
TYPE

Ｓ
4 ⑶

「小数を用いた倍の意味を説明しよう」

　数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し，図を用いて計算結果の意味を考える活動を，第５学年及び第６学年の
小数や分数の乗法・除法で設定することが大切です。また，第２学年及び第３学年の乗法・除法の意味を捉え直すことができ
るようにすることも大切です。

「令和３年度　報告書　小学校　算数」 P.68～P.77,「令和３年度　解説資料　小学校　算数」 P.48～P.57

①　既習事項を基に，小数を用いた倍について問いをもつ。
②　小数を用いた倍の意味について，図を使って説明する。授業アイディア例

参照

この図を見ると，72cmが倍を表す
目盛りの2.4のところになります。

30cmを１としたとき，
72cmがちょうど2.4に当たります。

教師

60cmのテープ，72cmのテープ，
90cmのテープは，それぞれ
30cmのテープの何倍ですか。

2倍というのは，この図のように，
60cmのテープが30cmのテープの
２つ分ということです。

3倍というのは，この図のように，
90cmのテープが30cmのテープの
３つ分ということです。

72cmのテープは，この図のように，
30cmのテープの
２つ分より大きくて
３つ分より小さいですね。

2.4倍ということは，2.4つ分ということなのかな。
このままでは，よく分からないな。

2.4倍というのは，どういう意味なのかを考えてみましょう。

30cmを１として10等分すると，0.1に当たる長さが３cmになります。
72cmは，30cmの２倍より12cm長いため，残りの12cmは３cmの４つ分になります。

4  計算結果について数量の関係に着目した考察
 (除法と小数を用いた倍)
4 ⑶ 正答率 51.6% 　30ｍを1としたときに12ｍが0.4に当たるわけを書く

小数を学習した時は，１を10等分して考えました。

72cmのテープは，72÷30をしたら2.4になったので，□は2.4になり，
72cmのテープは，30cmのテープの2.4倍ということではないでしょうか。

60cmのテープは，60÷30＝２で，30cmのテープの２倍です。

90cmのテープは，90÷30＝３で，30cmのテープの３倍です。

90cm

72cm

60cm

30cm

60cm

30cm 30cm

20 （倍）

90cm

30cm 30cm 30cm

2 30 （倍）

③　②の考え方を使って，ほかの小数の場合や整数の場合についても，倍の意味を考える。

0.1に当たる長さを考えれば，72cmや18cmでも，小数を用いた倍で表すことができますね。

60cmは30cmの２つ分で２倍でしたが，30cmを１としたとき，60cmは２に当たるということですね。

18÷30＝0.6で，
0.6倍になります。

72cmが30cmの2.4倍ということは，30cmを１としたときに72cmが2.4に当たるということですね。

テープが30cmより短いときはどうなりますか。例えば，18cmで考えてみましょう。

　既習の小数の意味や表し方を基にして，基準となる１に対する大きさを10等分し，はしたを小数を用いて表し，
倍の意味について理解できるようにすることが大切です。

ポイント

　小数を用いた倍について，比較量が基準量より小さい場合も，0.1に当たる長さを用いて説明できるようにする
ことが大切です。

ポイント

30cmを1として10等分すると，
0.1に当たる長さが３cmになります。
18cmは，３cmの６つ分になるので，
30cmを１としたときの0.6に当たります。

8cm

0.60 （倍）

30cm

32.42.20 （倍）

72cm

30cm 30cm 2cm

3cm
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A

国立教育政策研究所教育課程研究センター
令和３年９月

Q 　授業アイディア例は，どのようなときに活用できるのですか？　授業アイディア例は，どのようなときに活用できるのですか？

A
● 日々の授業や教材研究
●各学校での研修会や研究授業
●各教育委員会での研修会の資料
など，課題の解決に向けた様々な場面で活用することが考えられます。
この授業アイディア例が，先生方それぞれの授業づくりの広がりにつながっていくことを期待しています。

&

A

Q 　授業アイディア例は，小6や中3の担当が参考にするものですか？　授業アイディア例は，小6や中3の担当が参考にするものですか？

全ての先生が活用できるものを目指して作成しています。
本調査は小5・中2までの内容を出題しており，本調査で見られた課題は，小6・中3だけではなく，学校全体，
校種を通じた系統的・継続的な指導によって改善を図っていくことが大切です。
また，本授業アイディア例を他の教科等の授業づくりに活用することも考えられます。

A
本授業アイディア例では，調査結果から明らかになった課題の解決に向けた観点として次の2つのタイプ
を設けており，様々な方向から課題の解決に取り組めるようにしています。

数時間にわたる学習過程の中で，学習指導の
改善・充実を図りたいときは

学習過程の一部に焦点を当てて，学習指導の
改善・充実を図りたいときは

TYPE

S
TYPE

L

Q 　授業アイディア例に示してあるTYPE S・Lとは何ですか？　授業アイディア例に示してあるTYPE S・Lとは何ですか？

A

Q 　課題を把握して，授業の改善を図りたいのですが，　課題を把握して，授業の改善を図りたいのですが，
授業アイディア例のほかにも参考になるものがありますか？授業アイディア例のほかにも参考になるものがありますか？
授業アイディア例は，解説資料・報告書と併せて
活用すると効果的です。各授業アイディア例に
参照 として該当ページを示しています。

Q 　過去の授業アイディア例や解説資料・報告書は　過去の授業アイディア例や解説資料・報告書は
どこで見ることができますか？どこで見ることができますか？

国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.htmlA

Q
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授業アイディア例 解説資料

報告書

1

3

1

3
3

「授業アイディア例」は，全国学力・学習状況調査の

調査結果を踏まえて，授業の改善・充実を図る際の

参考となるよう，授業のアイディアの一例を示すものと

して，国立教育政策研究所において作成したものです。

　本調査で見られた課題は，調査の対象学年だけでは

なく，学校全体で組織的・継続的な取組によって改善を

図っていくことが大切です。

「授業アイディア例」が，日々の授業や研修会など

様々な場面で活用され，児童生徒の学習状況の改善に

つながることを期待しています。
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